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１．新型コロナ感染症 オミクロン株について

２．原因不明の小児急性肝炎について

３．「さる痘」について
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症状があったとしても、
検体からのウイルス分離は
約１週間くらいで終了

感染力の消失

通常、発症後
10日程度過ぎれば
感染させる可能性は
ほとんどない
⇒ 症状と感染力は必ずしも
パラレルではない
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感染経過と検査との関係



オミクロン株の症状と
他株との比較

日本での
オミクロン株の特徴的な症状は
発熱 咽頭症状 鼻汁
倦怠感 筋肉痛
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オミクロン株の潜伏期間は
約3日(中央値2.9日）

BA2変異では、さらに短い

すぐに、感染してしまう

オミクロン株の死亡率は 以前より低下
2022年3月の段階で 約0.4％ くらい

ワクチンの効果？
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オミクロン株になってから、
全般的な致死率は低下しているが、
高齢者はやはり高い

陽性者は
40代以下が多い

死亡者は
70代以上に多く
男性が多い
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重症化リスクのある高齢者の致死率とワクチンの効果

重症化リスクのある高齢者の致死率は10％程度
⇒ デルタ株まで、オミクロン株では低下

ワクチンは、明らかに
重症化も致死率も低下させている

⇒ 効果あり
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重症化リスクのまとめ
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新型コロナ感染症の後遺症

上図のように
・多彩な症状を呈し
・若年者にも多く、
・感染後もしばらく症状が続く 場合が多い
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新型コロナウイルス感染症後遺症は、
海外では [Long COVID]や「post COVID
Condition」

と呼ばれて、患者が多く、社会問題化 している

国内でも 県内でも
報告例が増えている
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コロナ感染症後遺症 国内報告例

年齢や発症時の状況によって、後遺症も様々
若年者でも、後遺症は増えている
期間も様々、1年以上続く人もいる

（和歌山県）
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コロナウイルスの変異株について

一昨年末頃よりの
α株(イギリス)から始まり、
現在、感染力が強く、潜伏期間が短い
ο株(南アフリカ)が世界的に拡散

県内もほぼο株に
⇒ BA1 から BA2 へ

変異株間同士の遺伝子組み換えもあり
今後も、

新たな変異株は発生するでしょう
⇒ XE株 XC株 XD株 など

変異株は、
既存のワクチンの効果を減弱させる

という報告が多くある。



ワクチンの副反応について
副反応の発生頻度は、

大人も子供も大きな差はない
1回目より2回目 に多く

注射部痛＞倦怠感＞筋肉痛

心筋炎は、例数は少ないが、
10代男性に、特異的に多く 重篤な副反応
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ワクチンの効果について

ワクチン接種3回目までは、
中和抗体の産生・維持効果は認められたが、
4回目では、維持機能が低下する報告が多い
抗体価がすぐに下がってしまう

⇒ 4回目接種の意義は？
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ワクチン先進国では、
4回目接種については 限定的な国が多い

日本も、
60歳以上高齢者 と
ハイリスク者

に限定接種となりそう。

ワクチンの今後の接種について



新型コロナの治療薬 としては

１．症状改善、重症化予防
⇒ 自己免疫を制御させる作用

２．ウイルスに直接作用
⇒ ウイルス自体を破壊、

または産生を抑制
・中和抗体薬

⇒ 抗体でウイルスを破壊

・抗ウイルス薬
⇒ ウイルス生成を抑制

の２つ に分けられる
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現在使われている
コロナ治療薬

抗ウイルス効果が期待できるのは

ベクルリー（抗ウイルス）
ロナプリープ（中和抗体）
ゼビュディ（中和抗体）
ラゲブリオ（抗ウイルス）
パキロビット（抗ウイルス）

その他の薬剤は、
症状改善、または重症化抑制 効果
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現在開発中の治療薬
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主に、中和抗体と抗ウイルス剤

塩野義の抗ウイルス剤は、現在申請中
催奇形性や薬効 の問題もあり
しばらく時間がかかりそう

アストラの中和抗体剤は、米国では
予防薬 として認可

リリーの中和抗体剤も、米国では
治療薬 として認可

ベルの抗ウイルス剤は、米国では
重症者にも効果を認めており、申請中



ワクチン・治療薬のまとめ

・現在日本で認可されているコロナワクチンは４種類
・世界では、新たなワクチンが多く開発され、接種も始まっている
・ワクチンは十数種類あり。各々で、効果も副反応も変わってくる
・国産ワクチンは、今年度中には実用化の可能性が大きいか？

・認可治療薬は、8種類
・新しい特効薬は開発中だが、すでに数種類は実用化されている。
・作用は、中和抗体剤によるウイルスの破壊と

抗ウイルス剤によるウイルス生成の抑制 に分けられる
・日本で、認可されている特効薬は、現在4種類
・経口抗ウイルス剤と中和抗体剤が2種類ずつでている
・国産の治療薬は、今年中には認可される と思われる
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療養解除の考え方(感染者と濃厚接触者）

有症状者は、10日間
無症状者は、7日間 ⇒ 5日目からの就業も可能

原則として 濃厚接触者は
感染者との最終接触日を0日として 7日間

⇒条件によって 5日目から 就業可能
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1.感染者(疑い)・濃厚接触者とは、
なるべく会わないように

・部屋をわける
・可能ならトイレもわける
・感染者の入浴は最後に
・お互いにマスクを
・食事は別々に
・タオル・歯磨きは共有しない

2.手洗いと消毒をこまめに
・接触感染なので、手洗い、消毒が有効
・特に、トイレの前後では必ず
・可能であれば、定期的な換気を

3.症状があるときは、
・かかりつけ医療機関、

または 相談センター に連絡を。

なかなか難しい家庭内での感染対策
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県が出している 療養用家庭内チェックリスト (参考）

Kennan Public Health and Welfare Officeコンパクトにまとまっていてよい



参考資料
ノババックス
ワクチンについて
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原因不明の小児急性肝炎について

・2022年4月以降、世界各国で小児の急性(重症)肝炎患者が増加していることが、
4月15日WHOから報告

・5月3日の時点で、約321例
イギリスから166例、EU各国から約95例、その他(日本も含む）より60例が報告

・イギリスでは、126例中91例(72％）で、アデノウイルスが陽性（特に41型）、
EUでは、13例がアデノウイルスが陽性

・4月21日時点で、17例が肝移植を要し、死亡例が1例あり

・日本では、5月19日時点で、24例報告 （2021年10月1日より）
アデノウイルスが陽性例は 2例（1型 、2型）

・まだ、原因については、特定できず

（5月9日 時点）
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サル痘 について
・2022年5月以降、欧州～北米で、サル痘感染確定例及び
疑い例の報告あり。5/21の段階で 確定92例 疑い28例
イギリス、スペイン、ポルトガル が多い
⇒ 感染者は全員男性（ゲイやホモセクシャルが関係？）

・天然痘に似たサル痘ウイルスよる急性発疹性疾患
⇒ ４類感染症

・潜伏期間は、5～21日(通常は7～14日）
・症状は、発熱、筋肉痛、頭痛、リンパ節腫脹、発疹
⇒ 発疹は、顔から始まり全身へ、水疱形成あり

・感染経路は、接触・飛沫感染
⇒ 人から人への感染はまれだが、接触があれば感染

・元来は、アフリカで流行～致死率は1~10％だが、
先進国での死亡例なし
⇒ 小児は重症化しやすい と言われている

・特異的な治療法はない～対症療法
⇒ 「種痘」をした人には免疫あり？

・「サル」の名がついているが、サルが最終宿主ではない
⇒ りすやねずみの齧歯類 と言われている

＜サル痘の感染者数 WHO 5/21＞
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サル痘のまとめ

＜サル痘 世界地図＞
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